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【五つのしおり】

○ 気持ちのよいあいさつをします。

○ はっきり伝え合う言葉づかいをします。

○ 身の回りをきれいします。

○ 時間を守ります。

○ 自分の役割を果たします。

｢体験する｣学習のススメ！

１年中で昼間が一番長い夏至の日(6月21日)、アラーニ

ャ体験学習(集団宿泊学習)実施にむけて活動ルート確認

のための実踏を行いました。今年は、小・中学部共に標

高1186ｍのアラーニャの村から山小屋がある標高194

5ｍのグランデ・ハルテをめざす登山がメインの活動で

す。平地のミラノはすでに夏ですが山小屋付近のはまだ

初春、美しさを競うかのように色とりどりの花々が咲い

ておりました。天空のお花畑で鮮やかな黄色い花のタン

ポポを発見。どこからか運ばれてきた綿毛が発芽して、

(標高2050ｍ付近のお花畑からの眺望) 極寒の冬に耐えてしっかり根付いたのでしょう。標高20

00ｍの地での巡り会いに感動しました。凍りつきそうに冷たい雪解けの小川の水は、訪れる者の喉の渇きを

潤してくれます。ミラノっ子たちは、アラーニャの雄大な自然に触れてどんなことを学ぶのでしょうか。

豊かな自然や文化に直接触れることで、学校での学習活動をより一層発展させる機会と考えます。また、

大自然に触れることにより子どもたちの中に自然に対する畏敬の念が生まれ、存分に体を動かすことの喜び

を体感することでしょう。さらには、子ども同士、あるいは教師と子どもが長い時間を一緒に過ごし、お互

いを認め合い発見する機会を得ることで触れ合いが高まり人間関係を深める場と考えます。

この日は、アラーニャの村でミラノっ子のご一家と偶然の出会がありました。学校で見慣れた子どもさん

ですが自然の中に身をおいて凛とた彼の姿が印象的でした。トレッキングへと向かわれるご一家の後ろ姿も

弾んでいるように映りました。7月９～10日の3日間をこの雄大な自然の中で活動するミラノっ子たちを思

い浮かべながらアラーニャの村を後にしました。

体験学習は、海や山での活動ばかりとは限りません。低学年の生活科なども

体験する学習(体験学習)そのものです。子どもたちが土を耕

し、苗を植えて水や肥料をあげる栽培活動も体験学習です。

｢校長先生、大きなキュウリがとれまし

た。｣と大喜びで知らせてくれます。

｢一緒に食べませんか？｣と誘ってもく

れます。「体験する」学習を通して人に (長く伸びたカボチャのつる)

（一年生の畑） 優しいミラノっ子を育んで参りたいと （五年生の畑）

(毎日、美味しい実をつけるキュウリ) 考えております。

☆☆☆ 宮崎先生！お世話になりました ☆☆☆

６月 27日(金)19年間ご勤務いた １日(火) 期末テスト 保護者学級委員会

だいた宮崎伊佐子先生の退任式を行 ４日(金) 水泳教室(小5～中３)

いました。児童生徒代表の思いを込 ９～11日 アラーニャ体験学習

めた感謝の言葉かけに、「健康に留意 14 日(月) アクションの日・クラブ活動

して、世界のリーダとなって欲しい」 21 日(月) 大掃除

こと、ご自身の｢頑張る宣言｣を披露 22・23 日 三者面談

して子どもたちを激励して下さいました。新たな道に向かって一 24 日(木) 終業式・お別れ式

歩を踏み出される先生のご健康とご活躍をお祈りいたします。 25 日～8月31日 夏休み


